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(践的)介縫や支援を必援とせず，比較的え気に自立

して喜多らしているi高齢者は全体の 8-9劉をおめる. こ

のような高鈴者においてはできる限り健撲を維持し.そ

の窓欲と能力に応じて地域社会との関わり合いを持ち続

けることがi?!まれる.高齢期における健簸づくり活動を

推進するためには，鶴々人が主体的に絞り組み.i選動・

スポ…ツを含む鍵康推進活動を灘統していくことが主援

な援様である.そこで本研究では，共分散構造分析を適

期して.高齢者におけるi主体的な健康づくり行動を決定

する密集構造モデルを検証することを目的とした.

〈方法〉様本は 60歳 -80畿の努性41名，女性 125名，

針166名であった.主体的な鍵諜づくり行動プロセスは.

鍵嬢づくりに関わる内発的意欲，主体的行動，逮成満足，

自己認識の4鎖域から構成される徽環的問果樹遊である

と仮定した.内発的意欲領域は知的好奇心，自発性，達

成. t3様性，挑戦かも，主体的行動鑓域は課題の設定.

活動の針鰯，活動の実銭傘活動の詳錨から，達成満足領

域は楽しさ.達成長義，友人交流，満足性から，自己認織

は有能感.他者受容感，他者容認、感，自己決定感.自己

効力感から，構成されると仮定した.各質問に対するfill

答形式は5件f去による選択肢であった.各'F佼鎖域にお

ける観樹変数の縫頼性の検絃はクロンパックのα採数を，

構成概念妥当性の検鉦には検挺的因子分析およびニ次調

子分析を用いた‘路楽モデルの検証.には多重指標モヂ)v
による共分散繕滋分析をJTIいた.観測変数は4領域にお

ける各下位領域の観灘変数の合計得点とした.モデルの

適合度指様iこはGFl，AGFIなどを用いた.

{結果および考察)最も大きな践巣係数を示したのは.

達成満足→自己認識問で0.89であった.統いて.自己認

識→内発的意欲閉が0.80，主体的行動→迷成満足f携が

0.55.内発的意欲吋主体的行動開が0.49であった.各様

秘境の滋巣係数はすべて総智的iこ有窓であった (Pく.05).

GFIは0.91，AGFllま0.87，Cれはな99，NFIは 0.94，

τ工Iは0.98であり，いずれも高いモデル適合獲を示した.

高齢者における主体的健康づくり行動を決定する潟子は.

内発的意欲，主体的行動，逮成満足，自己認識であり，

関子関iこ麟序性をもっ綴環的凶巣構造を構成していると

鍛澱された.
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{鋭的}サクセスフルエイジングをi造成させるためには，身

体活動畿の維持・向上に影響を与える体力水殺をi向上させるこ

とが護費な袈紫のひとつである.高齢者の体力を抱擁すること

は，体力水準を向上させるための適切な運動処方を作成させる

ために必強不可欠となる.しかし，体力テストは設大努力を{~~
うため，高齢者にとって身体的に大きな負担となり，鐙我をす

る可能性もある.また，体力水準の鍾端十こ低い者や隣接をもっ

者，;t1子うことができない.本研究では，体力テストの矯便性お

よび安全牲を縦保した高齢者における質隣紙体力テストを[港発

するために，文部省新体力テスト (65-79鶏)の 6寝留を外的

議準として，質問紙体力テストの妥当性を検討することを践的

とした.

{方法}線本は) 60-80裁の女性 59名，男性 19名，計78名を

用いた，平均年締法， 4察本:全体で 68.5土9.2鎌，女性が 69.0土

6.2議，男性が 66.8土16.2識であった.紫関紙は，内容的妥当

性に基づいて構成された 4額域 12項留からなり，それぞれの

壌践は， 4件法問答形式であった.手続きはt 1)紫関紙体力

テストのinlJ定モデルの検討， 2)紫関紙体力テストの繕滋モヂ

ルの投お J 3)質問紙体力テスト基準関連妥当性の検討，であっ

た.高齢者における質問紙体力テストの尺度特性はテストの償

額性と妥当性から検討した.縫鎖性はクロンパックのα銘数を

用いて，現在i砲の内的整合性を綾討した.妥当性は，構D斜境念

妥当性および基準関連安当性により検討した.構成概念妥当性

は検箆的関子分析および二次臨子分析により検証した.共分散

構造分析を用いて，パフォーマンステストを妥当議準とする，

テストの基準関連妥当性を後経した.測定モデルおよび檎遜モ

デルを検討するために，共分{投機遊分析を熔いた.パス係数の

縫定には鑓尤法を舟いた.モデルの瀦合度指揮として， GFI， 

AGF1などを用いた.統計解析は) Amos4.0Jを渇いた‘

{結果)体力領域の内容的妥当性{こ基づいて鶏成さ・れた後設的

関子分析および二次E智子分訴の結果，下位領域と質問項留との

関のパス孫数は，多くが 0.5-0.8以上を示した.モヂル適合度

は検統的{羽子分析およびニ次郎子分析がそれぞれ GFIが0.930，

0.912， AGFlが0.879，0.854とi高い鎚を訴した.パフォーマン

ステストを妥当基準とした共分散権選分析の結果，筋力・箆パ

ワー領域の妥当性係数は， 0.77，持久力領域は 0.85，毅鏡力銀

j或は札81，柔軟性鎖域は 0.84であった.

{結論}文部省新体力テスト (65-79議)の6項目を外的基準

として，質問紙体力テストの妥当性を検討した.共分散締滋分

析により，資!湾紙体力テスト 12~兵自が誤IJ 廷する体力領域は，

筋・筋パワー，持久))，鎚務カ，柔軟性の4領域から揖成され，

各テストの{認頼性および妥当性が線認された e したがって，本

研究に用いた 121;民話の質問紙体力テストによって筋鑓かっ安

全に高齢者の体力を評織することが可能であると怒われる.
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